
■予定について / Schedule 

 

 現在 (2020年10月 )、当館では  

一部開館を実施しています。 

 

 【受付時間】平日9：00-17：00 

  

 10月以降の開館予定は現段階で

のもので、今後の新型コロナウィルス

感染拡大防止の状況に鑑み、変更

する可能性があります。 

 最 新 の 開 館 日 程 に つ い て は、

Twitterやウェブサイトにてご確認くだ

さいますよう、お願いいたします。 
 

   There might be a change in 

schedule. Please refer to our Twitter 

or website .  

 
本館開館日程表 

 

  京都大学 吉田南総合図書館 (愛称：逍遥館
しょうようかん

) 〒606-8501 京都市左京区吉田二本松町 
   

     Tel ： 075 (753) 6524, 6525 Email ： a30yslib@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

  Web ： http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/yoshidasouthlib/ Twitter : @yoshidasouthlib 

Web 

話せる図書館 環on（わおん） 

（人間・環境学研究科棟１F東側） 当面の間休室 

00 10:00-16:00 00 休館 / Closed 

00 休館 / Closed 00 定例休館 / Closed 
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環onのご案内 

 

吉田南総合図書館 
Yoshida-South Library 

Twitter 

京都大学図書館機構 
The Kyoto University Library 

Network 
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[表 / Cover]  オンラインZoom講習会 / Guidance session (Zoom)  

  ＜EJ・DB＞＜文献管理＞を開催 ほか 

           EJ DB & Literature Management (and more)   
 

[裏 / Back] 先輩インタビュー / Upper class student interview  

  先輩たちの留学 
           Study abroad experiences of upper class students 

電子ジャーナル・データベース 

Useful Information for Studying Abroad,  

High-Interest Topic Amidst the COVID-19 Outbreak  



K y o t o  u n i v e r s i t y  A c a d e m i c  L I b r a r y  N e w s l e t t e r  

 【講習会】 オンラインZoom講習会を10月に開催 

 後期の講習会は、「電子ジャーナル・

データベース」と「文献管理」の２本立てで

す。Zoomを使って開催しますので、ご都合

の良い時間帯でご参加ください！ 

 

【参加方法】 

専用フォームからお申込みください。 

https://forms.gle/KAZfVVu2YMd898JaA  

 
※講習会は京大サイバーラーニング 

のZoomを利用します。受講環境の 

設定はご自身にてお願いいたします。 

 【おしらせ】 YouTubeはじめました！ 

【開催日時】  

電子ジャーナル・データベース 

10月19日12:30- 
10月21日16:30- 
10月23日12:30- 
 

文献管理 

10月26日16:30- 
10月28日12:30- 
10月30日16:30- 

 2020年の京都大学オープンキャンパス

をきっかけに、吉田南総合図書館の公式

YouTubeチャンネルを公開しました！  

図書館の紹介動画のほか、先輩へのイン

タビューを公開中です。 

 あまり図書館を利用したことがないという

方にも役立つ内容になっていますので、 

ぜひ一度ご覧くださいね！ 

 

 

 

 

 

↑吉田南総合図書館 

  VRツアー（本編） 

    

 【おしらせ】 長期貸出の返却期限日をお忘れではないですか？ 

夏季特別貸出の返却期限日 

2020年10月8日（木） 

※今年度は特別措置として、夏季長期

貸出の資料も更新することができます。

更新のお手続きはMyKULINEよりお願い

いたします。 

 【リニューアル】 研究室資料申込方法が便利になりました 

 研究室資料が専用フォームから申込

できるようになりました。詳細は当館の

ウェブサイトからご確認ください。 

フォームはこちら 

YouTubeはこちらから→ 

みなさまのご参加お待ちしてます！ 
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 【Event】 Guidance session (Zoom) to be held in October  

 【Notice】 Our YouTube channel has launched!  

 【Notice】 Due date  

Due date for returning materials borrowed 

over special summer period  

October 8th（Thu.） 

   This year, as a special measure, you 

can also renew materials borrowed 

over the special summer period. 

Please use MyKULINE to renew. 

   In the wake of 2020 Kyoto University 

Open Campus, the official YouTube 

channel of Yoshida-South Library has 

been launched! In addition to a video 

introduction to the library, interviews 

with upper class students are now avail-

able. 

 

   There is a lot of useful information for 

those who don't often use the library, 

so check it out!  

 

  Yoshida-South Library 

  Virtual Tour (full length) 

  Scan here for  

  our YouTube channel 

  → 

   The second semester's workshop is a 

two-part series on "Electronic Journals 

and Databases" and "Literature Manage-

ment." We'll be meeting via Zoom, so join 

us at a time that's convenient for you!  

 

【How to join】 

Please use the special form to apply.  

https://forms.gle/KAZfVVu2YMd898JaA  
 

※We will use Kyoto University's Zoom cyber-learning 

system for this workshop. Participants are responsi-

ble for setting up their own environment.   

【Date and time】 

Electronic Journals and Databases 

October 19th from 12:30,  

October 21st from 16:30,  

October 23rd from 12:30 

 

Literature Management 

October 26th from 16:30,  

October 28th from 12:30,  

October 30th from 16:30 

 

 We look forward to  

 seeing you there!  

 【Renewal】 Apply more easily to borrow laboratory materials  

Scan here to apply 

   You can now request laboratory mate-

rials through a special form. For more 

information, please visit the library's 

website. 
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0RYLQJ�LQWR�WKH�GRUPLWRU\�DQG�SURFHGXUHV� 

DQG�LQVXUDQFH�HQUROOHG�WKURXJK�WKH�XQLYHUVLW\� 

4��:KDW�GLG�\RX�JDLQ�IURP�VWXG\LQJ�DEURDG"� 

 

����年�月ー����年�月 

留学を考えている人へ、メッセージをお願いします！ 

2

4�事前にこうしておけばよかったということはありますか？ 

奨学金の情報を積極的に集めておくべきでした。私は、国際交流課か
ら案内が来るのを待っていただけでしたが、それぞれの奨学金で金額
もちがうので、他の人はより多い奨学金をもらっていました。あと語学
は、できる限りやるに越したことはないです。私も準備したつもりでした
が、現地の授業についていくのはなかなか難しかったです。可能であ
れば、留学する前に留学予定の国出身の人と知り合っておくといいか
もしれません。現地に行くとわからないことばかりなので、あらかじめ情
報収集しておくと安心です。 

4�なぜドイツを留学先に選んだのですか 

4�なぜ、留学しようと思ったのですか？ 

�月 

�月 �月 

��月 

4�留学のおおよその費用を教えてください 

4�語学力を伸ばすために、したことは何ですか？ 

私は、研究者志望だったので、将来国際的に活躍するためにも留学は
必須だと考えていました。特に、西洋のことを研究していたこともあって、
やはり現地に行かないと学べないことがたくさんあると感じていました。 
もちろん研究のためだけではなく、自分の知見を大きく広げたり、日本
ではできない新しい経験をしたかったということも大きな理由です。人
間としても成長するために、留学をきっかけにしたかったということもあ
ります。 

�回生の冬から、語学学校（ゲーテ・インスティテュート）に通ってまし
た。さらに�回生の夏には、�か月ドイツに語学留学しました。 
語学資格は、欧州共通参照枠の$�（日常会話ができる相当）を取得
し、当初は留学前に%�（中級レベル）を取得する予定でしたが試験を
受けることができませんでした。語学学校のクラスは、%�に在籍してい
ました。 

4�留学先ではどのような勉強をされていましたか？ 

4�留学中の、授業のある日と休日の過ごし方を教えてください 

１.タンデム：�人乗り自転車＝�人で語学を教え合うという意味。 

授業のある日は、大学に行って授業を受けて、空きコマではタンデ
ム�だったり課題をやっていました。食事は基本的に学食ですが、
授業後に友人とレストランに行ったり、お酒を飲んだりしていまし
た。授業の無い日、特に週末はとにかく旅行していました。金曜日
の夜行バスで向かって、夜行バスで帰ってくるというハードスケ
ジュールで移動してました。特に長期休暇は、綿密にスケジュール
を組んで予定を詰め込んでいました。また、友人の誕生日を祝う
パーティーをしたり、他の留学生に日本の料理を振る舞う大きな
パーティーを開催したりしました。 

4�留学前の語学力と留学後の語学力、どのように変わりましたか？ 

4�留学を終えて得たものは？ 

まず伝えたいことは、留学して後悔することは絶対ありません。もちろん日本ではない大変なことやつらいこともたくさんありますが、全部自
分の糧になることは確実です。なにより、多くの人にとっては海外に住むという経験は、なかなかできることではないので、機会があるなら留
学することをお勧めします。留学したら価値観が変わるというありきたりなことを言うつもりはありませんが、留学して得た経験、そして人間関
係は人生に大きな影響を与えていると私は感じています。留学というとハードルが高いように思われるかもしれませんが、実際に行ってしま
えば何とかなるものです。留学に少しでも興味があるのなら、思い切って行ってしまうことをお勧めします。 

�月 

�月 

�月 

�月 

�月 

����年 

・学内応募・書類選考・面接なし 

・学内推薦決定 

�月 
・留学先出願案内が届く 

・留学先出願 

・ドイツの州から奨学金の案内が届く 

・出願・入学許可書が届く 

・現地からの案内が届く 

・海外渡航届を提出 

�月末 ・渡独 

・寮に入居、現地で保険加入等手続き 

・住所登録、銀行口座開設・ビザの申請 

・語学コース開始 

・オリエンテーション、冬学期授業開始 

・冬期休暇 
・日本学生支援機構奨学金（給付）の案内が届く、出願 

�月 

�月 

春期休暇、冬学期終わり 

・夏学期授業開始 

�月 
・夏学期終わり 

�月 
・帰国・報告書等提出 

・単位互換の申請 

����年 

��月 

����年 

家賃：月���ユーロ（当時で約�万円）。食費：月���ユーロ（当時約�万
円）。娯楽費（旅行など）：月���から���ユーロ（約�万から�万、毎週末
旅行してたのでܬ）。奨学金：����年�月から��月まで月���ユーロ
（当時のレートで約�万�千円）。����年�月から日本学生支援機構奨
学金（給付）で月�万円。それに加えて、日本学生支援機構奨学金（貸
与）を継続していたので月��万円。 

準備から帰国までの流れ 

大学入学当初から哲学を専攻しようと思っており、そのために第二外
国語でドイツ語を選びました。京都大学を選んだ理由も、京都学派と
かで哲学のメッカだというイメージがあったからでしたが、ドイツもまた
哲学のメッカと言えます。そこで、やはり本場で哲学を学びたいという
思いがあって、ドイツを留学先に選びました。 

語学面では、留学生用のドイツ語の授業やドイツ語でプレゼン、演
劇をする授業を受けていました。専門の授業は、大講義室で行われ
る入門講義だったり、文献を読む演習にも出ていました。文献を要
約して発表する授業にも参加し、実際に発表をしました。論理学の
授業は、現地の学生と共にテストを受けて単位をとることができまし
た。授業以外にも、タンデムパートナーを見つけて、ドイツ語の会話
練習をしていました。 

留学前は、%�（中級）レベルだったのが、帰国後すぐに%�（中級と上
級の間）に高得点で合格し、その半年後には&�（上級）に合格しまし
た。 

まず研究面では、現地の授業を受けることで多くの刺激を受けまし
た。それは知識を獲得する点でもそうですが、将来的にまた海外で
研究活動をするモチベーションを高めた点でも大きな収穫でした。
この留学で経験したことが、今の私の研究の方針であったりモチ
ベーションを形成しています。また、現地の研究者と知り合うことが
でき、研究の人脈づくりにもなりました。その研究者の人とは、今も交
流を持っており、学会のお誘いもしてもらってます。 
人間関係でも、得るものが大きかったと思います。留学中に知り
合った人とは、今でも緊密な関係を持っています。留学生活での人
間関係をきっかけに、自分のことについても考えることが多かったと
思います。留学生活は、日本での生活よりもプレッシャーがなかった
ので、自分自身と向き合う機会を持つことができたのだと思います。
様々な国から来た留学生同志での交流においては特に、多くの考
える機会を得ました。陳腐な言い方ではありますが、やはり留学をす
ることで自分の国のことを考えざるを得ないということはあると思い
ます。 

（個人で海外保険一年分、および大学でも保険加入） 
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W� OHDUQ� XQOHVV� ,�ZHQW� WKHUH�� 2I� FRXUVH��
VWXG\LQJ�DEURDG�ZDV�QRW�RQO\� IRU� UHVHDUFK�SXUSRVHV��EXW�DOVR�EHFDXVH� ,�ZDQWHG�
WR� H[SDQG�P\� NQRZOHGJH� DQG� KDYH� D� QHZ� H[SHULHQFH� WKDW� ,� FRXOG� QRW� KDYH� LQ�
-DSDQ�� ,� DOVR�ZDQWHG� WR� XVH�P\� VWXG\� DEURDG� H[SHULHQFH� DV� DQ� RSSRUWXQLW\� WR�
JURZ�DV�D�KXPDQ�EHLQJ� 

4��:KDW�GLG�\RX�GR�WR�LPSURYH�\RXU�ODQJXDJH�VNLOOV"  
)URP� WKH� ZLQWHU� RI� P\� IUHVKPDQ� \HDU�� ,� DWWHQGHG� D� ODQJXDJH� VFKRRO� �*RHWKH-
,QVWLWXW��� ,Q� WKH� VXPPHU� RI�P\� VHFRQG� \HDU�� ,� ZHQW� WR� *HUPDQ\� IRU� D�PRQWK� WR�
VWXG\�*HUPDQ� 
0\�ODQJXDJH�OHYHO�ZDV�$���HTXLYDOHQW�WR�GDLO\�FRQYHUVDWLRQDO�DELOLW\��LQ�WKH�&RP�
PRQ�(XURSHDQ�)UDPHZRUN�RI�5HIHUHQFH�IRU�/DQJXDJHV��DQG�,�ZDV�RULJLQDOO\�SODQ�
QLQJ�WR�JHW�D�%���LQWHUPHGLDWH�OHYHO��EHIRUH�,�VWXGLHG�DEURDG��EXW�,�ZDV�XQDEOH�WR�
WDNH�WKH�H[DP��,�ZDV�HQUROOHG�LQ�WKH�%��ODQJXDJH�VFKRRO�FODVV� 

4��,V�WKHUH�DQ\WKLQJ�\RX�ZLVK�\RX�KDG�GRQH�EHIRUHKDQG"� 
,� VKRXOG�KDYH�EHHQ�PRUH�SURDFWLYH� LQ�JDWKHULQJ� LQIRUPDWLRQ�DERXW� WKH�VFKRODU�
VKLS��,�ZDV�MXVW�ZDLWLQJ�IRU�WKH�LQIRUPDWLRQ�WR�FRPH�IURP�WKH�,QWHUQDWLRQDO�$䇠DLUV�
'LYLVLRQ��EXW�WKH�DPRXQW�RI�PRQH\�IRU�HDFK�VFKRODUVKLS�ZDV�GL䇠HUHQW��VR�RWKHUV�
UHFHLYHG�PRUH�PRQH\��$OVR��\RX�VKRXOG�VWXG\�WKH�ODQJXDJH�DV�PXFK�DV�SRVVLEOH�
EHIRUH�JRLQJ��,�WKRXJKW�,�ZDV�SUHSDUHG��EXW�LW�ZDV�TXLWH�GL䇣FXOW�WR�NHHS�XS�ZLWK�
WKH�FODVVHV� LQ�*HUPDQ\�� ,I�SRVVLEOH�� LW
V�D�JRRG� LGHD� WR�JHW� WR�NQRZ�SHRSOH� IURP�
WKH�FRXQWU\�\RX�SODQ�WR�VWXG\�DEURDG�EHIRUH�\RX�JR ��<RX�ZLOO� IHHO�DW�HDVH�LI�\RX�
JDWKHU�LQIRUPDWLRQ�EHIRUHKDQG��DV�WKHUH�DUH�PDQ\�WKLQJV�\RX�ZRQ
W�XQGHUVWDQG�
ZKHQ�\RX�JHW�WKHUH� 

4��+RZ�GR�\RX�VSHQG�GD\V�ZLWK�FODVVHV�DQG�GD\V�R䇠�ZKLOH�VWXG\LQJ�DEURDG" 

2Q�GD\V�ZKHQ�,�KDG�FODVVHV��,�ZRXOG�JR�WR�WKH�XQLYHUVLW\�WR�WDNH�FODVVHV��DQG�LQ�P\�
IUHH�WLPH��,�ZRXOG�GR�WDQGHP��OHDUQLQJ �RU�DVVLJQPHQWV��0HDOV�ZHUH�EDVLFDOO\�LQ�
WKH� VFKRRO� FDIHWHULD�� EXW� ,�ZRXOG� VRPHWLPHV� JR� WR� UHVWDXUDQWV�ZLWK�P\� IULHQGV�
DIWHU�FODVV�DQG�JR�RXW�IRU�GULQNV��,�WUDYHOHG�RQ�GD\V�ZLWKRXW�FODVVHV��HVSHFLDOO\�RQ�
WKH�ZHHNHQGV��0\�WUDYHOV�ZHUH�RQ�D�WLJKW�VFKHGXOH��KHDGLQJ�RXW�RQ�D�)ULGD\�QLJKW�
EXV�DQG�FRPLQJ�EDFN�RQ�D�QLJKW�EXV��(VSHFLDOO\�RQ� ORQJ�YDFDWLRQV��,�KDG�D�WKRU�
RXJKO\�GHWDLOHG�VFKHGXOH�ZKLFK�ZDV�SDFNHG�IURP�EHJLQQLQJ�WR�HQG��:H�DOVR�KDG�
SDUWLHV�WR�FHOHEUDWH�IULHQG
V�ELUWKGD\V�DQG�KHOG�D�ELJ�SDUW\�ZKHUH�ZH�VHUYHG�-DSD�
QHVH�IRRG�WR�RWKHU�LQWHUQDWLRQDO�VWXGHQWV� 
���WDQGHP��WZR-VHDWHU�ELF\FOH� �WR�GR�VRPHWKLQJ�ZLWK�WZR�SHRSOH� 

4��:KDW�NLQG�RI�VWXGLHV�GLG�\RX�GR�ZKLOH�\RX�ZHUH�VWXG\LQJ�DEURDG"  

,Q�P\� ODQJXDJH� VWXGLHV�� ,� WRRN�*HUPDQ� FODVVHV� IRU� LQWHUQDWLRQDO� VWXGHQWV�� DQG�
WRRN�FODVVHV�LQ�ZKLFK�,�JDYH�SUHVHQWDWLRQV�DQG�SXW�RQ�SOD\V�LQ�*HUPDQ��6SHFLDO�
L]HG�FODVVHV�ZHUH�LQWURGXFWRU\�OHFWXUHV�KHOG�LQ�WKH�ODUJH�OHFWXUH�KDOOV��DQG�,�DOVR�
SDUWLFLSDWHG� LQ� WKH� OLWHUDWXUH� UHDGLQJ� H[HUFLVHV�� ,� DOVR� SDUWLFLSDWHG� LQ� D� FODVV�
ZKHUH�ZH�KDG�WR�VXPPDUL]H� OLWHUDWXUH�DQG�SUHVHQW� WKH�VXPPDU\�DQG� ,�DFWXDOO\�
SUHVHQWHG�P\�VXPPDU\�� ,�ZDV�DEOH�WR�WDNH� WHVWV�ZLWK�*HUPDQ�VWXGHQWV�WR�HDUQ�
FUHGLW� LQ�P\� ORJLF� FODVV��2XWVLGH�RI� FODVV�� ,� IRXQG�D� WDQGHP�SDUWQHU� WR�SUDFWLFH�
VSHDNLQJ�*HUPDQ� 

4��+RZ�GLG�\RXU�ODQJXDJH�VNLOOV�FKDQJH�EHIRUH�DQG�DIWHU�\RXU�VWXG\�DEURDG"  

%HIRUH�VWXG\LQJ�DEURDG��,�ZDV�DW�D�%��OHYHO��LQWHUPHGLDWH���EXW�VRRQ�DIWHU�UHWXUQ�
LQJ�WR�-DSDQ��,�SDVVHG�WKH�%��OHYHO��EHWZHHQ�LQWHUPHGLDWH�DQG�DGYDQFHG��ZLWK�D�
KLJK�VFRUH��DQG�VL[�PRQWKV�ODWHU��,�SDVVHG�WKH�&��OHYHO��DGYDQFHG�� 

)LUVW� RI� DOO�� IURP� D� UHVHDUFK� DVSHFW�� ,� UHFHLYHG� D� ORW� RI� VWLPXODWLRQ� IURP� WDNLQJ�
FODVVHV� WKHUH�� ,W�ZDV� D� JUHDW�EHQH䇡W� QRW�RQO\� LQ� WHUPV� RI� DFTXLULQJ� NQRZOHGJH��
EXW� DOVR� LQ� WHUPV� RI� LQFUHDVLQJ�P\� PRWLYDWLRQ� WR� GR� UHVHDUFK� RYHUVHDV� LQ� WKH�
IXWXUH��:KDW�,�H[SHULHQFHG�LQ�WKLV�VWXG\�DEURDG�SURJUDP�KDV�VKDSHG�P\�FXUUHQW�
UHVHDUFK� GLUHFWLRQ� DQG�PRWLYDWLRQ�� ,W� ZDV� DOVR� D� JUHDW� ZD\� WR� JHW� WR� NQRZ� UH�
VHDUFKHUV�DEURDG�DQG�PDNH�FRQWDFWV� LQ�UHVHDUFK�� ,
P�VWLOO� LQ�FRQWDFW�ZLWK�WKRVH�
UHVHDUFKHUV��DQG�,�JHW�LQYLWHG�WR�FRQIHUHQFHV� 
,�WKLQN�WKHUH�ZDV�D�ORW�WR�JDLQ�LQ�UHODWLRQVKLSV�DV�ZHOO��,�VWLOO�KDYH�D�FORVH�UHODWLRQ�
VKLS�ZLWK�WKH�SHRSOH�,�PHW�ZKLOH�VWXG\LQJ�DEURDG��,�WKLQN�WKH�UHODWLRQVKLSV�,�KDG�
GXULQJ�P\�WLPH�DEURDG�PDGH�PH�WKLQN�D�ORW�DERXW�P\VHOI��6WXG\LQJ�DEURDG�ZDV�
OHVV�SUHVVXUH�IRU�PH�WKDQ�OLYLQJ�LQ�-DSDQ��VR�,�WKLQN�LW�ZDV�DQ�RSSRUWXQLW\�IRU�PH�
WR�EH�PRUH�LQ�WRXFK�ZLWK�P\VHOI��,�KDG�PDQ\�RFFDVLRQV�WR�WKLQN��HVSHFLDOO\�ZKHQ�,�
ZDV�LQWHUDFWLQJ�ZLWK�IHOORZ�VWXGHQWV�IURP�YDULRXV�FRXQWULHV��,W�LV�D�FOLFK«�WR�VD\��
EXW�,�EHOLHYH�WKDW�VWXG\LQJ�DEURDG�IRUFHV�\RX�WR�WKLQN�DERXW�\RXU�RZQ�FRXQWU\� 

7KH�䇡UVW�WKLQJ�,�ZDQW�WR�WHOO�\RX�LV�WKDW�\RX�ZLOO�QHYHU�UHJUHW�VWXG\LQJ�DEURDG��2I�FRXUVH��WKHUH�DUH�D�ORW�RI�GL䇣FXOWLHV�DQG�KDUGVKLSV�
WKDW�\RX�GRQ
W�KDYH�WR�IDFH�LQ�-DSDQ��EXW�,�DP�VXUH�WKDW�DOO�RI�WKHVH�ZLOO�PDNH�\RX�JURZ��0RVW� LPSRUWDQWO\��WKH�H[SHULHQFH�RI� OLYLQJ�
DEURDG� LV�QRW�VRPHWKLQJ�PDQ\�SHRSOH�DUH�DEOH�WR�GR��VR� ,�ZRXOG�UHFRPPHQG�VWXG\LQJ�DEURDG� LI�\RX�KDYH�WKH�RSSRUWXQLW\�� ,�GRQ
W�
PHDQ�WR�W\SLFDOO\�VD\�WKDW�VWXG\LQJ�DEURDG�ZLOO�FKDQJH�\RXU�YDOXHV��EXW� ,� IHHO�WKDW�WKH�H[SHULHQFHV�DQG�UHODWLRQVKLSV� ,�JDLQHG�IURP�
VWXG\LQJ�DEURDG�KDYH�KDG�D� JUHDW� LPSDFW�RQ�P\� OLIH�� 6WXG\LQJ�DEURDG�PD\� VHHP� OLNH�D�KLJK�KXUGOH� WR�RYHUFRPH��EXW�RQFH� \RX
UH�
WKHUH��LW
V�PDQDJHDEOH��,I�\RX�DUH�DW�DOO�LQWHUHVWHG�LQ�VWXG\LQJ�DEURDG��,�VXJJHVW�\RX�WDNH�WKH�SOXQJH�DQG�JR�IRU�LW� 

�ĞůŝǀĞƌ�ǇŽƵƌ�ŵĞƐƐĂŐĞ�ĨŽƌ�ĂŶǇŽŶĞ�ƚŚŝŶŬŝŶŐ�ĂďŽƵƚ�ƐƚƵĚǇŝŶŐ�ĂďƌŽĂĚ͊ 

7KH �SURFHVV�IURP�SUHSDUDWLRQ�WR�FRPLQJ�EDFN�WR�-DSDQ 

$SSOLFDWLRQ�LQ�XQLYHUVLW\�� 
GRFXPHQW�VFUHHQLQJ�ZLWKRXW�LQWHUYLHZ 

'HWHUPLQLQJ�UHFRPPHQGHG�DSSOLFDQWV�LQ�XQLYHUVLW\ 

5HFHLYLQJ�LQIRUPDWLRQ�IRU�DSSO\LQJ� 
WR�VWXG\�DEURDG�GHVWLQDWLRQ 

$SSO\LQJ�WR�VWXG\�DEURDG�GHVWLQDWLRQ 

5HFHLYLQJ�LQIRUPDWLRQ�DERXW�VFKRODUVKLSV�IURP�*HUPDQ�VWDWH 

5HFHLYLQJ�DSSOLFDWLRQ�DQG�DGPLVVLRQ�SHUPLW 

5HFHLYLQJ�LQIRUPDWLRQ�IURP�*HUPDQ\ 

・留学に際して、日本で入らなければならない保険に加入 
(QUROOLQJ�LQ�DQ�LQVXUDQFH�SROLF\�WKDW�\RX�PXVW�KDYH�LQ�-DSDQ�ZKHQ�\RX�VWXG\�DEURDG  

�2QH�\HDU
V�ZRUWK�RI�RYHUVHDV�LQVXUDQFH�HQUROOHG�LQGLYLGXDOO\� 

6XEPLWWLQJ�DQ�RYHUVHDV�WUDYHO�UHSRUW 

*RLQJ�WR�*HUPDQ\ 

VXFK�DV�DSSO\LQJ�IRU�LQVXUDQFH��HWF��LQ�*HUPDQ\ 

5HJLVWHULQJ�\RXU�DGGUHVV�� 
RSHQLQJ�D�EDQN�DFFRXQW�DQG�DSSO\LQJ�IRU�D�YLVD 

6WDUW�RI�ODQJXDJH�FRXUVH 

2ULHQWDWLRQ��VWDUW�RI�ZLQWHU�VHPHVWHU�FODVVHV 

:LQWHU�YDFDWLRQ 

5HFHLYLQJ�LQIRUPDWLRQ�RQ�WKH�VFKRODUVKLS��QRQ-ORDQ�� 
IURP�WKH�-DSDQ�6WXGHQW�6HUYLFHV�2UJDQL]DWLRQ�DQG�DSSO\LQJ 

6SULQJ�YDFDWLRQ��HQG�RI�ZLQWHU�VHPHVWHU 

6WDUW�RI�VXPPHU�VHPHVWHU�FODVVHV 

(QG�RI�VXPPHU�VHPHVWHU 

5HWXUQLQJ�WR�-DSDQ��VXEPLWWLQJ�UHSRUWV��HWF� 

$SSO\LQJ�WR�WUDQVIHU�FUHGLWV 

6WXG\�DEURDG�H[SHULHQFHV� 
RI�XSSHU�FODVV�VWXGHQWV 

XQGHUJUDGXDWH�VWXGHQW�-��VW�VHPHVWHU�RI�\HDU����XQGHUJUDGXDWH�VWXGHQW 

�留学期間! �'XUDWLRQ! 



■予定について / Schedule 

 

 現在 (2020年10月 )、当館では  

一部開館を実施しています。 

 

 【受付時間】平日9：00-17：00 

  

 10月以降の開館予定は現段階で

のもので、今後の新型コロナウィルス

感染拡大防止の状況に鑑み、変更

する可能性があります。 

 最 新 の 開 館 日 程 に つ い て は、

Twitterやウェブサイトにてご確認くだ

さいますよう、お願いいたします。 
 

   There might be a change in 

schedule. Please refer to our Twitter 

or website .  

 
本館開館日程表 

 

  京都大学 吉田南総合図書館 (愛称：逍遥館
しょうようかん

) 〒606-8501 京都市左京区吉田二本松町 
   

     Tel ： 075 (753) 6524, 6525 Email ： a30yslib@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

  Web ： http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/yoshidasouthlib/ Twitter : @yoshidasouthlib 

Web 

話せる図書館 環on（わおん） 

（人間・環境学研究科棟１F東側） 当面の間休室 

00 10:00-16:00 00 休館 / Closed 

00 休館 / Closed 00 定例休館 / Closed 

 10 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

 11 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30      

 12 

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31   

 
環onのご案内 

 

吉田南総合図書館 
Yoshida-South Library 

Twitter 

京都大学図書館機構 
The Kyoto University Library 

Network 

K A L I N 
K y o t o  u n i v e r s i t y  A c a d e m i c  L I b r a r y  N e w s l e t t e r  
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[表 / Cover]  オンラインZoom講習会 / Guidance session (Zoom)  

  ＜EJ・DB＞＜文献管理＞を開催 ほか 

           EJ DB & Literature Management (and more)   
 

[裏 / Back] 先輩インタビュー / Upper class student interview  

  先輩たちの留学 
           Study abroad experiences of upper class students 

電子ジャーナル・データベース 

Useful Information for Studying Abroad,  

High-Interest Topic Amidst the COVID-19 Outbreak  




